
し
た
り
、
ブ
ラ
ン
ド
を
た
だ
乗
り
し
て
い
る
よ
う

な
実
態
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
も
、
侵
害
者

が
多
数
存
在
し
て
い
て
、
も
し
こ
れ
ら
の
侵
害
者

を
相
手
ど
り
民
事
的
に
販
売
差
止
お
よ
び
損
害
賠

償
を
求
め
た
と
す
る
と
、
恐
ら
く
一
〇
〇
件
以
上

に
及
ぶ
訴
訟
案
件
に
な
る
。
相
手
が
ま
と
も
に
応

訴
し
て
く
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
仮
に
損

害
賠
償
金
支
払
判
決
が
下
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
れ

を
執
行
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
大
抵
回
収
で
き

な
い
。
そ
の
間
の
当
該
案
件
に
か
か
っ
た
代
理
人

弁
護
士
費
用
の
ほ
う
が
こ
れ
を
上
回
る
。
海
賊
版

に
よ
る
企
業
の
被
害
損
失
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
に
は
、
そ
の
侵
害
行
為
を
直
ち
に
差
し
止
め
る

べ
く
、
持
続
的
か
つ
再
発
防
止
可
能
な
対
応（
抑

止
効
果
）が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
民
事
的

手
段
よ
り
刑
事
的
措
置
の
ほ
う
が
費
用
対
効
果
で

は
得
策
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

法
的
対
応
か
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も

企
業
側
で
は
、
法
的
措
置
の
ほ
か
技
術
面
で
の

対
応
も
行
わ
れ
て
き
た
。
著
作
権
保
護
技
術
に
関

し
て
、
Ｄ
Ｒ
Ｍ（
デ
ジ
タ
ル
著
作
権
管
理
）が
最
近

話
題
に
な
り
、
新
た
な
法
的
保
護
が
必
要
と
の
議

論
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｒ
Ｍ
そ
れ
自
体
新
し

い
技
術
な
の
か
あ
る
い
は
単
な
る
表
現
な
の
か
は

は
っ
き
り
し
な
い
。
後
者
な
ら
ば
既
に
数
年
前
か

ら
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
世
界
知
的
所
有
権
機
関
）な
ど
の
国

際
条
約
が
加
盟
国
に
技
術
的
保
護
措
置
Ｔ
Ｐ
Ｍ
の

効
果
的
な
法
的
保
護
を
義
務
付
け
、
各
国
が
法
整

備
し
て
き
た
現
行
法
の
枠
組
み
の
中
で
保
護
を
受

け
ら
れ
る
と
思
う
が
…
…
。
日
本
の
場
合
、
立
法

上
、
著
作
権
法
の
「
技
術
的
保
護
手
段
」
と
不
正

競
争
防
止
法
上
の
「
技
術
的
制
限
手
段
」
と
に
分

か
れ
て
保
護
を
受
け
て
い
る
。
技
術
は
日
々
進
歩

し
て
い
る
。
一
九
九
七
年
ま
た
は
一
九
九
九
年
の

法
改
正
か
ら
数
年
経
っ
た
現
時
点
に
お
い
て
、
当

時
の
保
護
技
術
の
類
型
を
前
提
と
し
た
法
規
定
で

十
分
か
ど
う
か
は
確
か
に
再
度
議
論
ま
た
は
法
改

正
の
検
討
が
必
要
か
も
知
れ
な
い
。

近
頃
、W

inny

やG
rokster

事
件
判
決
の
よ

う
に
、
開
発
者
ま
た
は
提
供
者
は
当
初
意
図
し
て

い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
結
果
的
に
、
当
該
対
象

品
が
本
来
の（
非
侵
害
的
）使
用
目
的
か
ら
逸
脱
し

て
、
広
く
「
侵
害
的
使
用
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

立
証
さ
れ
た
た
め
、
著
作
権
法
上
の
間
接
責
任
あ

る
い
は
寄
与
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
「
悪
役
」

と
さ
れ
たN

apster

も
、
現
在
新
生N

apster

と
し
て
音
楽
配
信
の
重
要
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
権
利
者
た
る
企
業
側
は
、
断

固
と
し
た
法
的
措
置
の
み
で
な
く
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル（
機
会
）創
出
の
た
め
に
こ
う
し
た
ベ

ン
チ
ャ
ー
配
信
技
術
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
イ
ン
フ

ラ
を
活
用
し
共
存
す
る
よ
う
な
解
決
策
も
必
要
か

も
知
れ
な
い
。
動
画
共
有
サ
イ
ト
のY

ouT
ube

は
権
利
者
団
体
か
ら
警
告
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
、
侵
害
対
象
物
の
削
除

な
ど
「
自
浄
」
努
力
も
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
一

部
の
映
画
・
音
楽
会
社
で
は
共
同
配
信
事
業
展
開

も
行
わ
れ
て
い
る
。

留
学
体
験
を
書
い
て
ほ
し
い
と
の
原
稿
依
頼
で

あ
っ
た
が
、
大
半
は
実
務
の
話
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
奨
学
生
の
そ
の
後
の
職
場
で
の
活
躍
ぶ
り
な

い
し
将
来
社
会
に
対
す
る
貢
献
ま
で
を
本
奨
学
事

業
の
「
目
的
」
と
見
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
石

坂
財
団
の
恩
恵
を
無
に
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
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ソ
ニ
ー
を
退
社
し
て
大
学
院
を
志
す

石
坂
財
団
奨
学
金
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、

い
ま
か
ら
一
四
年
も
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

ソ
ニ
ー
芝
浦
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ゼ
ネ
ラ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
事

業
本
部（
当
時
）に
勤
務
し
て
ま
る
四
年
経
っ
た
一

九
九
三
年
頃
に
、
も
う
一
度
学
問
の
場
に
戻
っ
て

法
律
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
働
い
た

の
で
、
私
は
思
い
切
っ
て
、
一
旦
退
社
と
い
う
形

で
職
場
を
離
れ
て
、
東
大
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

通
う
こ
と
に
し
た
。

そ
う
決
断
し
た
の
も
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
東

京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
が
一
般
社
会

人
を
対
象
に
し
た
修
士
課
程（
専
修
コ
ー
ス
）の
院

生
を
募
集
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
修
士
課
程
の

履
修
科
目
、
演
習
な
ど
は
実
践
的
か
つ
実
務
へ
の

応
用
性
が
高
い
内
容
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
受
け

る
こ
と
を
決
心
し
た
。
そ
し
て
、
入
学
試
験
・
選

考
面
接
を
無
事
に
通
り
、
二
年
間
に
わ
た
る
本
郷

正
門
に
近
い
三
号
館
研
究
棟
で
の
研
究
生
活
を
始

め
た
。

私
が
専
攻
し
た
の
は
、
学
位
区
分
上
「
民
刑
事

法
専
攻
」
で
あ
る
が
、
履
修
し
た
科
目
分
野
は
国

際
私
法（
抵
触
法
）・
国
際
民
事
手
続
法
の
専
門
分

野
に
所
属
し
、
さ
ら
に
絞
っ
て
言
え
ば
、
企
業
活

動
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
国
際
知
的
財
産
権

（
法
）の
諸
問
題
と
そ
の
関
連
法
を
、
手
続
法
・
実

体
法
的
に
学
び
、
ま
た
学
問
的
に
学
説
・
判
例
も

検
証
し
て
き
た
。

知
財
保
護
の
第
一
線
に
立
つ

二
年
間
の
貴
重
な
研
究
成
果
を
活
か
す
べ
く
、

修
士
課
程
修
了
後
、
再
び
ソ
ニ
ー
で
働
く
こ
と
に

し
た
。
当
時
の
中
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、

中
国
で
の
事
業
の
立
ち
上
げ
、
合
弁
工
場
設
立
交

渉
に
あ
た
っ
て
の
法
務
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
法
務

部
で
契
約
法
務
の
仕
事
に
従
事
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
こ
五
年
間
を
ふ
り
返
る
と
、
知
的
財
産
現
場
で
、

知
的
財
産
権
の
保
護
お
よ
び
権
利
行
使
の
実
務
に

幅
広
く
係
わ
っ
て
き
た
。

ソ
ニ
ー
の
場
合
、
映
画
、
音
楽
、
ゲ
ー
ム
と
い

っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
は
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク

タ
ー
で
あ
る
た
め
、
従
来
の
も
の
つ
く
り
の
発
想

か
ら
の
特
許
を
中
心
と
し
た
知
財
戦
略
に
加
え
、

必
然
的
に
著
作
権
を
軸
と
し
た
知
財
戦
略（
特
に
、

常
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
が
悩
ま
さ

れ
る
深
刻
な
海
賊
版
問
題
へ
の
対
応
）も
必
要
と

な
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
権
利
侵
害
で
も
、
特
許

権
侵
害
対
応
と
海
賊
版
侵
害
対
応
に
は
権
利
行
使

の
手
法
や
考
え
方
の
違
い
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
、
あ
る
意
味
で
は
技
術
同
士
の
争
い
で
、
決

着
ま
で
に
時
間
を
か
け
て
も
い
い
が
、
そ
の
逸
失

利
益
分
は
後
ほ
ど
遡
及
計
算
し
て
「
回
収
」
で
き

る
ケ
ー
ス
や
、
争
い
相
手
と
最
終
的
に
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
え
る
。
一
方
、

海
賊
版
の
場
合
、
他
人
の
創
作
成
果
を
無
断
複
製

国
際
文
化
教
育
交
流（
石
坂
）財
団
一
九
九
三
年
度
奨
学
生
。
マ
レ
ー

シ
ア
出
身
。
一
九
八
九
年
ソ
ニ
ー
入
社
。
一
九
九
五
年
東
京
大
学
大

学
院
法
学
修
士（L

L
.
M

）課
程
修
了
後
、
ソ
ニ
ー
に
再
入
社
。
現
在
、

ソ
ニ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト（
出
向
中
）知
的
財

産
権
保
護
＆
知
財
渉
外
担
当
。
日
本
国
永
住
権
を
持
ち
、
妻
子
と
共

に
日
本
在
住
。

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長

故
石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
一
カ
国
の
大
学
・
大
学

院
へ
一
六
八
名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

世
界
四
〇
カ
国
四
七
八
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金

の
供
与
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

オ
ン
ポ
ー
チ
ュ
ア
ン

O
N
G
P
oh
C
huan

国
境
を
越
え
る
知
的
財
産
か
ら

思
う
こ
と

ソ
ニ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
法
務
部

知
財
渉
外
課
長
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